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平成３０年度 第３回関東森林管理局国有林材供給調整検討委員会 議事概要 
 
１．開催日時・場所 
  平成３０年１２月２７日（木）１３：００～１５：００（関東森林管理局 東京事務所会議室） 
 
２．検討結果 
  需給動向や各委員からの状況報告等を総合的に勘案した結果、現時点において国有林材の供給調 
整を実施する必要はない。 

 
３．概要（状況報告等） 
（１） 需給動向について 
 〇 静岡県では、１２月に入り出荷量・販売量・在庫量とも少しずつ増加している。入荷量は例 

年並みに戻ってきたが、販売量も増加しているため在庫量の増加は緩やかである。来年初頭に 
かけては、丸太の出材は増加傾向で推移すると考えられるが、地域全体の出材量が増加してい 
ない中、５月以降の丸太確保が心配される。 

 
〇 福島県では、スギ柱取り材の高騰が継続していたが、１２月下旬より弱含み感が見受けられ、 
長期的には保合で推移すると思われる。製材品の価格は、目立った動きはなく安定している。 

 
〇 栃木県では、素材価格について製材業者の手持ち不足感が強く高値で推移している。１１月 
頃から例年並みに丸太の出材量が増えてきたが、製材工場側の不足感は解消されていないのが 
現状である。 

 
〇 群馬県では、市場に出荷されている丸太が非常に少なく、特にスギ材が不足している。１２ 
月上旬までは価格が上昇していたが、現在は値下げ傾向に転じている。今後の入荷量は少なめ 
で推移すると思われる。 

 
（２） 主な意見 
〇 山からの出材を増やし、原木市場を安定化させ、製品加工を落ち着かせる必要があるが、現 
時点では企業の資金体力勝負となっており、中小企業の廃業が心配される。中小企業は、引合 
いの少ない原木の引受先となっていることから、国産材の全体的な需要拡大にあたり配慮する 
必要がある。 

 
  〇 近県を含めたバイオマス燃料の動向が活発化していることから、流通の変化が起きている。 
 

〇 来年、消費税増税が予定されているが、前回の増税時に製品が間に合わず、国産材の信用が 
失墜した経緯があるため、行政の施策及び国有林の機動的対処が望まれる。 

 
  〇 カナダ産の２×４用ＳＰＦ材などの市況は乱高下が激しいが、国産材化すれば安定した価格に 

なる。 
 

〇 皆伐の増加に伴い、年々植付・下刈作業が増加し、伐採作業員の確保が追いついていない。こ

のことから、伐採後の再造林が困難となっており、夏季に出材量が増加しない要因の一つとなっ 
ている。 

 
  〇 ６～８月の暑い季節の厳しい環境の中で下刈はできない。数年計画で、下刈せずに山をつくる 

方法を考えなければ再造林は不可能である。 


